
こんに〝ちな〞！ 今月の表紙は、
４月から小学校に通う新入生
の写真です。どのような経験
をし、何を思い育っていくの
か。表情からも喜びと楽しみ
が伝わってきます。ご両親の
想いが込められたピカピカの
ランドセルを背負って、きばり
よ～知名っ子！
写真提供：Photographer : akubi 

P.2	 令和６年度当初予算
P.5	 施政方針
P.8	 新庁舎開庁
P.10	 まちのわだい
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令和６年度
一般会計予算額
68億4,900万円

自主財源は、歳入予算の17.9％、1,229,035千円（前年
度比△87,336千円、6.6％の減）となりました。「１款 町
税」においては、町民税の定額減税等により13,007千円
の減、「18款 寄附金」については、ふるさと納税寄附額
の増加が見込まれることから10,000千円の増となってい
るものの、「19款 繰入金」は、庁舎建設基金繰入金の
減額により116,194千円の減となりました。

依存財源は、歳入予算の82.1％、5,619,965千円（前年
度比△1,267,164千円、18.4％の減）となりました。「７
款 地方消費税交付金」14,967千円の増、「10款 地方
特例交付金」は、定額減税減収補填特例交付金が新
設されたことにより20,634千円の増、「11款 地方交付
税」34,180千円の増となったものの、「15款 国庫支出金」
424,205千円の減、「22款 町債」は、庁舎建設工事完了
に伴い893,923千円の減（前年度比52.2％の減）と大幅
な減額となりました。

町税
5億496万円
7.4%（⬇2.5％）

義務
的
経
費

自主財源17.1％

一般会計
歳出

（性質別）
一般会計
歳入

繰入金
3億6,711万円
5.4%（

⬆

24.0％）

地方交付税
32億9,500万円
48.1%（⬆1.0％）

国庫支出金
7億7,981万円
11.4%（

⬆

35.2％）

県支出金
4億6,622万円

6.8%（⬇6.3％）

町債
17億1,392万円

20.9%（
⬇

40.1％）
人件費
1,290,430
17.8％（⬆1.3％）

扶助費
599,737
8.3%
（⬆1.7％）

公債費
1,011,748
14.0%
（⬆7.1％）補助事業

430,117
5.9%（⬆6.8％）

単独事業
1,219,414
16.9%（⬆8.7％）

県営事業負担金
70,192
1.0%（⬇16.0％）

物件費
846,539
11.7%（⬆15.8％）

補助費等
883,318
12.2%
（⬇13.9％）

その他
887,205
12.3%（⬆9.2％）

そ
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他
経費

投資的経費

依
存
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歳入予算について
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令
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図
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、
成
果
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成
し
ま
し
た
。

入ってくるお金のことを「歳入」と表します。
町税や国・県からの補助金などがあります。

▶一般会計歳入 （単位 : 千円）

款　　科目名称 当初
予算額

構成比
（％）

前年度比
（％）

♳町税 504,955 7.4 △ 2.5
�分担金及び負担金 65,333 1.0 14.0
�使用料及び手数料 68,111 1.0 21.7
�財産収入 59,757 0.9 17.9
�寄付金 91,031 1.3 12.3
�繰入金 367,114 5.4 △ 24.0
�繰越金 20,000 0.3 0.0
� 諸収入 52,734 0.8 5.3

自主財源　計 1,229,035 17.9 △ 6.6
♴地方譲与税 56,045 0.8 11.9
♵利子割交付金 144 0.0 △ 47.6
♶配当割交付金 1,383 0.0 21.0
♷株式等譲渡所得割交付金 1,560 0.0 △ 1.5
♸法人事業税交付金 7,079 0.1 38.7
♹地方消費税交付金 140,314 2.0 11.9
⓼環境性能割交付金 2,769 0.0 △ 2.0
⓽国有提供施設等所在市町
村助成交付金 27,213 0.4 19.4

⓾地方特例交付金 21,857 0.3 1687.2
�地方交付金 3,295,000 48.1 1.0
�交通安全対策特別交付金 567 0.0 △ 13.0
�国庫支出金 779,817 11.4 △ 35.2
�県支出金 466,217 6.8 △ 6.3
�町債 820,000 12.0 △ 52.2

依存財源　計 5,619,965 82.1 △ 18.4
合　計 6,849,000 100.0 △ 16.5

※比率 (%) は、小数点以下第2位を四捨五入の上表示しました。
　そのため、構成比については、合計が一致しない場合があります。

協考
みんなで

考え

協働
みんなで

行動

協創
みんなで

創る

まちづくり実現に向けて

40億

60億

80億

100億
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72億3,870万円
70億5,167万円
59億3,550万円
59億1,360万円
54億6,082万円

82億3,500万円
（⬆13.3％）

68億
4,900万円
（

⬆

16.5％）

72億
3,870万円
（⬆2.65％）

70億5,167万円
（⬆18.8％）

59億3,550万円
（⬆0.4％）

▶当初予算額の推移
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町民１人当たりに
してみると
一般会計での

１人当たりの予算
124万50円

（2/4時点の人口：5,515人）

その他

補助費等

物件費

県営事業負担金

単独事業

補助事業

公債費

扶助費

人件費

義務的
経
費

42.2％

一般会計
歳出

（性質別）
（）内は前年度比

人件費
13億3,570万円
19.5％（⬆4.6％）

扶助費
6億568万円
8.8%
（⬆4.6％）

公債費
9億4,772万円
13.8%
（

⬆

2.3％）
補助事業
3億5,000万円
5.1%（

⬆

69.6％）
単独事業
1億2,222万円
1.8%（⬇91.0％）

県営事業
負担金
1億64万円
1.5%
（

⬇

1.0％）

物件費
9億8,194万円

14.3%
（

⬆

24.3％）

補助費等
13億4,708万円

19.7%
（

⬇

45.4％）

その他 10億5,802万円
15.4%（⬆25.8％）

一
般
行
政
経
費

49
.4％

投資的経費 8.4％

旅費・交際費・需用費・
役務費・委託料・使用
料及び賃借料・原材料
費・備品購入費など

維持補修費・
積立金・投資
及び出資金・繰
出金・予備費

各種団体等
への補助金、
公的機関へ
の負担金、報
償費など

義務的経費は、歳出予算の42.2％、2,889,099千円（前
年度比63,059千円、2.2％の増）となりました。人件
費については、職員及び会計年度任用職員の給与改定
並びに会計年度任用職員勤勉手当の新設により58,434 
千円の増、扶助費については、老人ホーム入所措置費
に係る民間施設給与等改善加算及び児童手当支給対象
の拡充により26,547千円の増となりました。また、公
債費（町債の償還）の償還が21,922千円の減となりま
した。
投資的経費（普通建設事業費）は、歳出予算の8.4％、
572,861千円（前年度比△2,030,639千円、80.0％の減）
となりました。補助事業は、ゼロカーボンアイランド
おきのえらぶ推進事業費におけるマイクログリッド工
事が PPA 事業補助金へ変更となったため802,844千円
の大幅な減となりました。単独事業は、庁舎建設事業
費完了に伴い1,228,807千円の大幅な減となりました。
一般行政経費は、物件費（旅費、交際費、需用費、役務費、
委託料、使用料及び賃借料、原材料費、備品購入費等）、

補助費等（各種団体等への補助金、公的機関への負担
金、報償費等）、その他（維持補修費、積立金、投資
及び出資金、繰出金、予備費）からなっており、歳出
予算額の49.4％、3,387,040千円（前年度比613,080千
円、22.1％の増）となりました。物件費については、
県防災システム等新庁舎移設業務委託料、新庁舎移転
に伴う備品購入等の減により24,329千円の減となり
ました。補助費等は、施設修繕に係る沖永良部衛生管
理組合負担金の増、光ファイバー施設管理譲渡に係る
IRU 設備譲渡負担金及びゼロカーボンアイランドおき
のえらぶ推進事業費の PPA 事業費補助金を新規計上
したことにより420,382千円の大幅な増となりました。
　その他は、国民健康保険特別会計、介護保険特別会
計、後期高齢者医療特別会計への繰出金は減少したも
のの水道事業会計が執行する水道管路緊急改善事業及
び水道施設再編推進事業への出資金及び下水道事業会
計への繰出金が増となったことから217,027千円の増
となりました。

0 2000000 4000000 6000000 8000000 10000000

総務費
2,168,081千円
30.0%

民生費
1,474,007千円
20.4%

公債費
1,011,748千円
14.0%

農林水産業費
842,589千円
11.6%

土木費
500,840千円

6.9%

衛生費
368,317千円

5.1%

商工費
108,496千円
1.5%

教育費
488,319千円

6.7%

消防費
185,796千円

2.6%

議会費
80,419千円
1.1%

総務費
14億6,154万円
21.4%

民生費
14億3,644万円
21.0%

公債費
9億4,772万円
13.9%

農林水産業費
8億5,069万円
12.4%

土木費
5億4,411万円

8.0%

衛生費
6億1,225万円

9.0%

商工費
7,870万円
1.2%

教育費
6億3,795万円

9.3%

消防費
1億8,714万円

2.7%

議会費
8,235万円
1.2%

▶一般会計歳出（目的別）

保健や
ごみ処理に
111,014円

子どもたちが
学ぶために
115,675円

消防や
救急に

33,932円

商工・観光業の
振興に

14,269円

農林水産業の
振興や

農地の整備に
154,249円

借入金（町債）の
返済に

171,844円

町の運営に
関わるものに
265,011円

道路の維持や
公営住宅の改修に

986,603円

高齢者福祉・
児童福祉・

障害者福祉に
260,461円

議会活動に
14,931円

その他
1,240円

歳出予算について 使いみちのことを「歳出」と表します。福祉や教育、消防などの
町民の暮らしや、町の基盤整備、環境施策などに使われます。
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▶令和６年度特別会計予算額� （単位：千円）

特別会計名称 令和６ 増減 令和５
国民健康保険特別会計 98,518 ⬆1,581 100,099 
介護保険 特別会計 134,264 ⬆3,038 137,302 
後期高齢者医療 特別会計 33,526 ⬆905 34,431 
知名町水道事業会計 245,400 ⬆134,200 111,200
土地改良事業換地清算特別会計 2,000 ⬆600 2,600
知名町下水道事業会計 274,541 ⬆69,017 205,524
奨学資金特別会計 ―― ―― ――

▶令和６年度に実施する主な事業（一部掲載） （単位 : 千円）

事業名等 事業費 事業概要

1
ゼロカーボンアイランド
おきのえらぶ推進事業費 229,664

DGR（デジタルグリッドルータ）を活用した新庁舎周辺における太陽光、
蓄電池での自律自足型再エネ供給システム構築を行う。また、公共施設
の LED 更新を行う。

2 上水道事業費 245,400 上水道管路整備及び施設再編整備を行う水道事業会計に出資を行う。

3
学校施設整備費
バリアフリー改修工事 57,000 下平川小学校・上城小学校・田皆小学校のバリアフリー改修工事を行なう。

4 防災無線設備機能強化事業費 51,700 庁舎移転に伴う防災無線の更新工事を行う。

5
県営畑地帯総合整備事業費

（担い手育成型） 27,521
【第二田皆地区】区画整理 A=18.0ha，農業用用排水施設一式，測量設
計一式／事業地元負担金　 11,408千円

【知名南西部地区】区画整理 A=7.6ha，農業用用排水施設一式，測量設
計一式／事業地元負担金　 15,900千円

6
財産管理費先導的
官民連携支援業務委託料 17,600

複数の公的不動産を官民の連携により有効活用し、島の自立性向上と島
の持続可能性を確保することを目的とした PPP 及び PFI 導入可能性調査
を行う。

7
グリーンスローモビリティ
実証事業費 15,000 観光分野以外での活用検討及び実証走行試験を行う。

8 子ども医療費助成事業費 14,248 高等学校修了前の子どもの健康の保持促進を図るため、医療費を助成する。

9
知名町ゼロカーボン
推進事業費 13,242 本町の脱炭素を推進するため幅広く協議・共有するための各協議会の運営

及び電気自動車の整備を行う。

10
文化施設舞台照明更新事業費

（重点支援交付金） 12,000 あしびの郷・ちなの舞台照明を LED に更新し、光熱費の抑制を図り脱炭
素化を推進する。

11 子育て支援金事業費 10,550 子育て世代への支援策等として、出生祝金、小学校入学祝金、中学校入
学祝金及び高校入学祝金を支給する。

12
EVバイク充電スタンド
整備事業費 10,150 電動バイクの活用を推奨するため充電設備を沖永良部高校に設置するた

めの調査・構築を行う。

13
中山間地農業ルネッサンス
推進事業費 10,000「シマ桑」のブランディングを明確化し、収益力・販売力の向上などに取り

組み「えらぶ特産品加工場」の民営化に向け運営体制、販売力の強化を図る。

14
防犯灯 LED 更新事業費

（重点支援交付金） 8,000 町内に設置している防犯灯を LED に更新し、各字の電気代負担を軽減を
図り、脱炭素化をより推進する。

15
廃食油再資源化調査
実証事業費 5,300 使用済み食用油を回収し、バイオディーゼル燃料とし活用し、資源循環

に貢献するとともに町民のリサイクルに関する意識向上を図る。

16 島留学推進事業費 2,160 人材の確保及び育成を図るため、本土等の児童生徒が本町の小学校に 
留学するために必要な経費の一部を支援する。
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く
り
」

を
町
政
の
基
本
方
針
に
据

え
、
子
や
孫
の
世
代
に
住
み
よ
い
地

球
環
境
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
今
を
生

き
る
大
人
の
責
務
と
考
え
、
そ
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
新
庁
舎
は
、
令
和
６

年
３
月
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
に
お
い
て
は
脱
炭
素
社
会

に
向
け
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
島
の
自
然
を
生
か
し
た

環
境
に
配
慮
さ
れ
た
設
計
で
あ
る
と

同
時
に
、
こ
れ
ま
で
分
散
し
て
い
た

教
育
委
員
会
や
保
健
施
設
な
ど
公
的

機
関
を
新
庁
舎
に
ま
と
め
、
町
民
が

利
用
し
や
す
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
役

場
庁
舎
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
公
共
施
設
へ
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
老
朽
化

し
た
公
共
施
設
の
更
新
と
再
整
備
、

旧
庁
舎
跡
地
の
活
用
、
安
心
し
て
通

行
で
き
る
道
路
整
備
、
持
続
可
能
な

水
道
設
備
の
整
備
と
水
道
水
の
硬
度

低
減
化
な
ど
「
い
つ
ま
で
も
住
み
続

け
た
い
環
境
整
備
」「
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
」「
未
来
を
支
え
る
産
業

競
争
力
の
強
化
と
次
代
を
担
う
人
材

づ
く
り
」の
３
つ
の
基
本
理
念（
ミ
ッ

シ
ョ
ン)

を
基
に
町
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は

1 

い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
続
け
た

い
環
境
の
維
持
・
整
備

2 

持
続
し
て
い
く
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
・
育
成

3 

未
来
を
支
え
る
産
業
競
争
力

の
強
化
と
次
世
代
を
担
う
人

づ
く
り

│
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
続
け
た
い
環
境
の
維
持
・
生
活
基
盤
の
整
備 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
構
想
を

推
進
し
持
続
可
能
な 

自
律
自
足
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
お
き

の
え
ら
ぶ
（
脱
炭
素
先
行
１
０
０
地

域
等
）
事
業
を
継
続
的
に
進
め
、
公

共
施
設
へ
の
再
エ
ネ
（
太
陽
光
・
Ｄ

Ｇ
Ｒ
）
及
び
省
エ
ネ
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
）

を
年
次
的
に
導
入
し
、
Ｅ
Ｖ
（
自
動

車
・
バ
イ
ク
・
グ
リ
ス
ロ
）
の
推
進

や
ご
み
を
資
源
と
し
て
活
用
す
る
シ

ス
テ
ム
の
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
民

生
部
門
に
お
け
る
２
０
５
０
年
二
酸

化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
に
向
け
た
離

島
モ
デ
ル
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
水
素
を
活
用
し
た
再
エ

ネ
導
入
の
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
新
技
術
の
実
用
性
と
信
頼

度
を
確
か
め
、
環
境
省
や
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
堅
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

良
好
な
生
活
環
境 

（
上
下
水
道
）
の
整
備 

　

本
町
の
水
源
は
地
下
水
に
頼
ら
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
水
質
は
島
を

形
成
す
る
サ
ン
ゴ
礁
由
来
の
石
灰
成

分
に
よ
る
影
響
か
ら
硬
度
が
高
く
、

カ
ル
シ
ウ
ム
ス
ケ
ー
ル
に
よ
る
配
水

管
の
根
詰
ま
り
や
石
灰
分
の
析
出
に

よ
り
、
ボ
イ
ラ
ー
等
の
機
器
は
目
詰

ま
り
な
ど
の
機
能
低
下
を
起
こ
し
て

い
ま
す
。

　

水
道
を
使
用
す
る
機
器
の
耐
用
年

数
は
本
土
よ
り
は
る
か
に
短
い
の
が

現
状
で
す
。
さ
ら
に
、
家
庭
用
軟
水

機
器
と
そ
の
維
持
費
、
飲
料
水
購
入

に
か
か
る
費
用
と
し
て
島
外
に
流
出

し
て
い
る
お
金
は
、
町
全
体
で
は
数

億
円
を
要
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
で
強
靱

か
つ
安
心
・
安
全
な
水
を
安
定
的
に

供
給
し
、
町
に
良
好
な
経
済
循
環
を

も
た
ら
す
た
め
に
も
施
設
の
災
害
性

強
化
対
策
と
し
て
、
水
道
管
路
緊
急

改
善
事
業
及
び
水
源
開
発
や
硬
度
低

減
化
に
向
け
た
水
道
施
設
再
編
推
進

事
業
は
、
町
民
の
長
年
の
切
実
な
願

い
で
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
硬
度
低
減
化
や

水
道
管
路
改
善
に
対
す
る
国
の
補
助

率
が
２
分
の
１
に
嵩
上
げ
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
、
数
年
後
の
新
た
な
水

道
管
路
と
硬
度
低
減
設
備
の
完
成
に

よ
り
、
町
民
に
よ
り
安
心
・
安
全
な

令
和
６
年
度

施
政
方
針

今
井
町
長
は、
令
和
６
年
第
１
回
議
会
定
例
会
の

開
会
に
あ
た
り、
令
和
６
年
度
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
抜
粋
及
び
修
正
し
て
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、全
文
及
び
動
画
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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水
道
水
を

提
供
で
き

る
だ
け
で

な
く
地
域

経
済
に
好

循
環
を
も

た
ら
す
こ

と
が
で
き

る
よ
う
に

取
り
組
み

ま
す
。

　

町
内
の

下
水
道
に

関
す
る
施

設
は
整
備

後
20
年
が

経
過
し
て

お
り
、
設

備
の
経
年
劣
化
で
機
能
が
低
下
し
て

お
り
、
計
画
的
に
更
新
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

知
名
環
境
セ
ン
タ
ー
及
び
農
業
集

落
排
水
施
設
に
お
い
て
も
経
年
劣
化

に
よ
り
機
能
低
下
が
み
ら
れ
る
の
で
、

施
設
の
長
寿
命
化
と
機
械
・
電
気
設

備
の
更
新
を
行
い
、
機
能
回
復
や
コ

ス
ト
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
施
設
を
今
後
も
適

切
に
維
持
す
る
た
め
に
、
財
務
状
況

を
整
理
し
、
そ
の
企
業
的
性
格
を
生

か
し
経
営
の
効
率
化
・
健
全
化
を
進

め
ま
す
。

住
み
よ
い
住
環
境
の
整
備 

　

公
営
住
宅
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
建
設
さ
れ
た
公
営
住
宅
の
長
寿

命
化
を
図
る
た
め
、
改
修
に
係
る
設

計
及
び
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
田
水
団
地
の
建
て
替
え
計
画

の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
順
次

着
手
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
行
政
に
よ
る
住
宅
建
設

だ
け
で
な
く
民
間
資
本
を
活
用
し
た

住
宅
建
設
や
町
所
有
の
遊
休
不
動
産

活
用
に
向
け
て
、
国
土
交
通
省
が
実

施
し
て
い
る
先
導
的
官
民
連
携
推
進

事
業
の
活
用
も
検
討
し
ま
す
。

適
切
な
道
路
環
境
の 

整
備
・
維
持
と
公
共
交
通
の 

利
便
性
の
向
上 

　

町
内
の
県
道
に
つ
い
て
は
、
歩
道

が
50
％
整
備
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

国
頭
知
名
線
の
知
名
か
ら
新
城
区
間

の
歩
道
設
置
に
向
け
て
県
に
要
望
を

続
け
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
正
名
字

内
の
県
道
改
良
、
歩
道
設
置
に
つ
い

て
は
県
関
係
部
署
に
強
く
要
請
し
ま

す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
観
光
道
路
・

産
業
道
路
と
し
て
の
重
要
性
か
ら
現

在
、
田
皆
新
城
海
岸
線
舗
装
工
事
、

知
名
正
名
海
岸
線
改
良
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

開
か
れ
た
町
政
運
営
の
推
進 

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
社
会
資

本
の
充
実
に
向
け
て
、
町
民
と
の
対

話
を
大
切
に
す
る
行
政
を
推
進
し
、

身
近
な
公
共
施
設
の
活
用
方
法
、
各

種
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
と
し

て
、
賑
わ
い
空
間
創
出
支
援
事
業
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
な
ど

団
体
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
事
業
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る 

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
効
率
化

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に

つ
い
て
は
、
町
民
の
ご
理
解
に
よ
り

交
付
率
87
％
に
達
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
転
入
手
続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
の
推
進
に
よ
り
、
手
続
に
か
か

る
時
間
短
縮
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

情
報
通
信
環
境
の
確
保

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
設
備
の
老
朽
化
や

財
政
・
人
材
面
の
課
題
が
深
刻
化
し

て
い
る
た
め
、
Ｉ
Ｒ
Ｕ
事
業
者
で

あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
鹿
児
島
支
店
に

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

設
備
を
譲
渡
し
、「
民
設
民
営
方
式
」

で
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

│
持
続
し
て
い
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
・
育
成 

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど
町

が
抱
え
る
様
々
な
問
題
を
解
決
し
て

い
く
た
め
に
は
、
離
島
と
い
う
厳
し

い
環
境
の
中
で
、「
字
」
を
基
盤
と

し
た
多
様
性
と
強
固
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
基
軸
と
し
た
町
づ
く
り
が
不

可
欠
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
、
医
療

･

介
護
・
保
健･

福
祉
の
充
実
、
防

災･

防
犯
な
ど
の
整
備
充
実
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
出
産
し
、 

子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

　

令
和
５
年
度
中
の
出
生
者
予
定
数

は
30
人
で
、
令
和
４
年
度
と
ほ
ぼ
同

数
で
す
。
出
産･

子
育
て
不
安
要
因

を
除
外
し
て
い
く
こ
と
は
、
国
や
地

方
自
治
体
は
も
と
よ
り
、
企
業
・
職

場
や
地
域
社
会
の
役
割
で
も
あ
り
、

そ
う
し
た
観
点
か
ら
子
育
て
支
援
社

会
の
構
築
は
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て 

　

現
在
、
国
の
臨
時
接
種
と
な
っ
て

い
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
令
和
６
年

度
か
ら
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
様
に
定
期
予
防
接
種
に
移
行
さ
せ

る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
や
委
託

契
約
の
締
結
、
広
報
等
に
つ
い
て
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。�

安
心
し
て
健
や
か
に
過
ご
せ
る

町
づ
く
り

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
に
町
民

が
生
涯
に
わ
た
り
健
や
か
で
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
知
識
を

身
に
つ
け
、
主
体
的
に
行
動
し
、
家

庭
、
地
域
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
生
活
で
き
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

年
初
の
能
登
半
島
地
震
や
全
国
各

地
で
発
生
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
を
鑑
み
、
防
災
関
係
の
各
種
計
画

の
見
直
し
と
あ
わ
せ
て
、
受
援
計
画

の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。�
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│
未
来
を
支
え
る
産
業
競
争
力
の
強
化
と
次
世
代
を
担
う
人
づ
く
り 

稼
げ
る
地
域
を
つ
く
る 

農
業
・
畜
産
・
水
産
業
の
た
め
の 

基
盤
づ
く
り 

　

農
業
生
産
条
件
の
整
備
を
強
力
に

推
進
し
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農

業
経
営
体
の
育
成
や
農
業
生
産
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
担
い
手
へ
の
集

積
・
集
約
化
と
併
せ
て
、
大
型
機
械

の
導
入
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
ほ
場

の
整
備
や
畑
地
か
ん
が
い
施
設
な
ど

の
農
業
生
産
基
盤
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
災
害

に
対
応
し
た
溜
池
、
排
水
路
対
策
や

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
土
地
改
良

施
設
の
機
能
診
断
、
省
エ
ネ
技
術
の

導
入
等
の
保
全
対
策
等
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

活
力
あ
る
農
林
水
産
業
の
育
成  

　

複
合
経
営
の
推
進
と
機
械
化
に
よ

る
省
力
化
を
図
る
と
と
も
に
、
高
い

収
益
性
を
見
込
め
る
作
物
を
導
入
し
、

魅
力
あ
る
農
業
・
活
力
あ
る
農
業
を

推
進
し
ま
す
。

　

農
家
の
安
定
生
産
や
コ
ス
ト
軽
減

に
よ
る
所
得
向
上
を
図
る
た
め
、国
・

県
の
交
付
金
等
制
度
の
活
用
に
よ
る

生
産
施
設
の
導
入
及
び
生
産
組
織
の

育
成
や
新
た
な
農
業
の
担
い
手
と
な

る
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
に
努
め
ま

す
。�

観
光
資
源
の
充
実
と 

交
流
人
口
拡
大
に
よ
る 

競
争
力
の
あ
る
町
づ
く
り 

　

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
事
業

（
県
事
業
主
体
）
や
観
光
道
標
事
業

（
奄
振
：
継
続
）
を
活
用
し
、
観
光

施
設
等
の
整
備
を
進
め
町
民
及
び
観

光
客
等
の
満
足
度
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
沖
泊
海
浜
公
園
の
再
整
備
を

進
め
ま
す
。�

急
激
に
変
化
す
る
時
代
に 

た
く
ま
し
く
生
き
る 

児
童
・
生
徒
の
育
成

1
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
す
学

校
教
育

　

新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
や
先
端
技
術

の
活
用
等
に
よ
る
学
習
の
基
盤
と
な

る
資
質
・
能
力
の
確
実
な
育
成
、
多

様
な
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
興

味
・
関
心
等
に
応
じ
、
意
欲
を
高
め

や
り
た
い
こ
と
が
深
め
ら
れ
る
学
び

を
提
供
し
ま
す
。

2
国
際
的
な
視
野
を
持
っ
た

　

人
材
の
育
成

　

中
学
生
を
対
象
に
英
語
学
習
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
支
援
を
メ
イ
ン
に
、島（
故

郷
）
自
然
・
文
化
・
歴
史
を
題
材
に

し
た
探
求
的
な
学
習
や
キ
ャ
リ
ア
教

育
等
を
実
施
し
ま
す
。�

3 

次
世
代
を
担
う
子
や
孫
が
帰
っ

て
き
た
い
と
思
え
る
地
域
づ
く
り

　

島
を
知
り
、
島
の
こ
と
を
思
い
続

け
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
「
島

の
教
育
魅
力
化
」
の
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

4
教
職
員
の
働
き
方
改
革

　

令
和
５
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
〝
部
活
動
地
域
移
行
〟。
２
年
目

の
本
年
は
、
指
導
者
確
保
と
人
材
育

成
の
強
化
を
行
い
、
部
活
動
を
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
移
行
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
。

共
生
社
会
を
構
築
す
る 

生
涯
学
習
の
充
実

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自
己
の
人

格
を
磨
き
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に

あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
成
果
を
適
切
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

を
整
え
ま
す
。

町
誌
編
さ
ん
事
務
に
向
け
た 

取
り
組
み
を
加
速

古
墓
の
国
指
定
に
向
け
た 

取
り
組
み
と 

住
吉
貝
塚
の
有
効
活
用

　

現
在
、
知
名
町
と
和
泊
町
に
あ
る

古
い
お
墓(

古
墓)

の
国
史
跡
指
定

に
向
け
て
両
町
で
古
墓
調
査
検
討
委

員
会
を
重
ね
て
お
り
、
令
和
８
年
度

の
国
史
跡
指
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

む
す
び
に 

　

私
が
町
長
就
任
以
来
掲
げ
る
「
子

や
孫
が
誇
れ
る
持
続
可
能
な
町
づ
く

り
」
実
現
に
向
け
て
は
、「
協
考
（
み

ん
な
で
考
え
）」「
協
働
（
み
ん
な
で

行
動
）」「
協
創
（
み
ん
な
で
創
る
）」

と
い
う
三
つ
の
基
本
姿
勢
の
も
と
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
な
ど
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
日
本
国
内

だ
け
で
は
な
く
、
世
界
的
な
視
野
を

合
わ
せ
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
町
民
の
皆
様
に
説
明

を
行
い
、
ご
理
解
を
得
な
が
ら
進
め

ま
す
。

　

私
の
町
政
運
営
の
基
軸
は
、
各
種

会
合
や
町
民
と
語
る
会
な
ど
を
通
し

て
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
提

言
を
伺
い
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く

こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

こ
れ
か
ら
も
各
種
施
策
に
お
い
て
、

評
価
・
検
証
・
見
直
し
を
行
う
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
し
っ
か
り
と
動
か

し
、
町
民
が
主
役
と
な
る
町
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

01

04

0607

05

03

02 3

『第６次知名町
総合振興計画（後期）』

施政方針
（全文）
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所在地：〒891-9295　鹿児島県大島郡知名町知名1100番地
電話番号：0997-93-3111
各課（局・センター）の電話番号、FAX 番号、メールアドレスの
変更はございません。

総事業費 約25.9億円
工事請負費 約21.3億円
 うち庁舎
 うち外構等
 うち造成・道路

約16.6億円
約 1.3億円
約 3.4億円

委託料
（基本設計、実施設計、監理委託料等） 約 1.3億円
用地費 約 0.5億円
その他移転経費等 約 2.8億円

国庫交付金 約 2.0億円
地方債 約15.1億円
庁舎建設基金 約 6.0億円

設計概要（庁舎）

施設概要

主な事業費

駐 車 場 来庁者 24台、車いす利用者 ２台、
公用車 26台、バス ２台
※職員駐車場除く

駐 輪 場 自転車10台、バイク７台
省 エ ネ BELS 評価※１（ZEB Ready ※２達成）
バリアフリー バリアフリー新法：円滑化基準

鹿児島県福祉のまちづくり条例：整備基準
※１ 
BELS 評価：「BELS」とは Building-Housing Energy-efficiency Labeling  
System の略称で、登録 BELS 機関が省エネ性能を客観的に評価するもの。
※２
ZEB Ready：省エネ設備等の導入により、建物で消費するエネルギー
量を、建築物省エネ法で定める基準値に対し、50% 以上削減すること
ができる建物。

建 築 面 積 1,550.97㎡
延 べ 面 積 2,821.76㎡
敷 地 面 積 6,512.78㎡
用 途 地 域 都市計画区域内

用途地域無指定
防 火 地 域 指定なし
耐 火 等 耐火建築物
主 体 構 造 RC 造
階 数 地上３階
エレベーター １基

　
新
庁
舎
建
設
に
お
い
て
は
、
平
成

29
年
度
に
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
基

本
構
想
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

町
民
会
議
や
庁
内
検
討
な
ど
多
く
の

検
討
を
重
ね
、
令
和
４
年
６
月
に
造

成
工
事
、
同
年
９
月
に
本
体
建
築
工

事
を
町
内
事
業
者
と
契
約
し
、
令
和

６
年
３
月
に
完
成
に
至
り
ま
し
た
。

　
４
月
以
降
は
、
電
算
関
係
及
び
備

品
関
係
の
整
備
並
び
に
引
越
し
を
行

い
、
５
月
７
日
㈫
に
い
よ
い
よ
新
庁

舎
で
の
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
の
運
用
方
法
と
変
更
点
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
本
誌
で
は
新
庁

舎
の
概
要
と
併
せ
て
変
更
点
を
ご
案

内
し
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
舎
に
お
越
し
の
際
に 

不
明
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
近

く
の
職
員
に
お
気
軽
に
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。

令和6年5月7日（火）知名町役場新庁舎開庁！

主な財源

来庁者用駐車場26台
（うち車いす利用者用２台）
来庁者用駐輪場

（自転車10台、バイク７台）

駐車場案内図

あしびの郷
駐車場

国営事務所
駐車場

職員駐車場

職員駐車場

新庁舎

※令和６年３月㈱久保建設撮影

（注意）
旧道は通り抜け
できません。
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役場内の公金取扱所窓口及び
ＡＴＭのご利用について

庁舎移転に伴うＪＡ役場公金取扱所窓口及びＡＴＭ
の利用時間については、右記のとおりとなりますの
でご注意ください。

JAからの
お知らせ

1 12：30～ 13：30は役場内ＪＡ窓口を休業しますので、ＪＡ知名支所の窓口をご利用ください。
2 土曜日、日曜日及び祝日の営業は休業となります。
3 庁舎移転準備に伴い役場内公金取扱所は、４月30日㈫～５月２日㈭の３日間は休業となります。

※町長及び副町長に御用の方は、
　総務課職員にお声掛けください。

郵便ポスト
※旧庁舎ポストは
　廃止となります。

新庁舎
バス停位置

農協ATM

新庁舎施設案内

営業時間変更
に伴う注意点

●営業時間の変更
現　在 新 庁 舎

窓 口 平日   8:30～ 15:00 平日     9:00～ 12:30
　  　 13:30～ 15:00

ＡＴＭ 平日   8:45～ 17:00 平日     8:45～ 18:00

議場は傍聴席
までフラットな
床面で、議会
以外の多目的
利用が可能。

エコボイドまわりの
ガラスに

ちなボーがいるボー！
探してみてほしいボー！

学校教育課及び生涯学習課は
教育委員会として一元化されます。

旧庁舎の第一会議室の
ような、職員だけでな
く町民利用も可能な会
議室です。（要予約）

知名町保健センターと知名
町地域包括支援センターが
新庁舎内に移動します。
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３
月
13
日
、
町
長
室
に
て
芦
清

良
字
が
作
成
し
た
集
落
の
魅
力
を

ま
と
め
た
冊
子
「
知
名
町
の
子
ど

も
た
ち
が
再
発
見
し
た
わ
た
し
た

ち
の
宝
も
の
」
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
取
組
み
は
、
奄
美

群
島
広
域
事
務
組
合
が
実
施
し

た
「
宝
を
つ
な
ぐ
チ
ャ
レ
ン
ジ
応

援
事
業
」
を
活
用
し
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
を
次
世
代
に
繋
ぐ
と
共

に
、
字
民
と
子
ど
も
た
ち
と
の
世

代
間
交
流
を
目
的
に
実
施
し
ま
し

た
。
企
画
委
員
長
の
清
水
恵
子
さ

ん
は
「
地
域
の
魅
力
を
子
ど
も
た

ち
と
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

島
民
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
に
住
む

島
出
身
者
の
方
々
に
も
ご
一
読
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
電
子

書
籍
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
２
月
24
日
、
フ
ロ
ー
ラ
ル
館
に

お
い
て
沖
永
良
部
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
以
下
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
）
結
成
50
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
、
本
町
に
樹
脂
判
別

セ
ン
サ
ー
１
台
、
町
内
小
中
学

校
へ
の
図
書
購
入
費
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
、１
９
７
３
年
に
誕
生
し
、「W

e 
Serve

（
我
々
は
奉
仕
す
る
）」

の
精
神
の
も
と
「
地
域
に
根
差
し

た
奉
仕
」
を
目
標
に
会
員
が
心
を

一
つ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
寄
贈
は
、
結
成
50
周
年
記
念
事

業
と
し
て
実
施
さ
れ
、
樹
脂
判
別

セ
ン
サ
ー
は
本
町
が
取
組
ん
で
い

る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
に
活
用

し
、
図
書

購
入
費
は

町
内
の
子

ど
も
た
ち

の
知
識
力

向
上
の
た

め
に
活
用

し
ま
す
。

　

３
月
７
日
、
町
長
室
に
て
青
山

商
事
株
式
会
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社

で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
事
業
を

担
う
株
式
会
社glob

（
グ
ロ
ー
ブ
）

が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
本
町
に

寄
贈
し
た
こ
と
に
よ
る
感
謝
状
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
さ

れ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
マ
シ

ン
は
、
24
時

間
年
中
無
休

の
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ジ
ム
「ANYTIM

E FITNESS

（
エ
ニ
タ
イ
ム
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
）」
で

使
用
し
て
い
た
も
の
で
、
株
式
会

社Fast Fitness Japan

を
通
し

て
実
現
し
ま
し
た
。
本
町
へ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の
寄
贈
は
２
度

目
で
、
今
回
い
た
だ
い
た
マ
シ
ン
は

田
皆
中
学
校
、
知
名
中
学
校
、
沖
永

良
部
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブcircle

（
以

下
、circle

）（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖
永
良

部
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブELOVE

運

営
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
贈
呈
式

で
今
井
町
長
は
、「
中
学
校
に
設
置

さ
れ
、
天
気
を
問
わ
ず
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
き
る
環
境
が
で
き
た
こ
と
で
成

長
期
の
子
ど
も
た
ち
の
運
動
能
力
が

益
々
向
上
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、

circle

で
は
日
中
は
高
齢
者
、
夕
方

以
降
は
大
人
や
部
活
動
に
励
む
子
ど

も
た
ち
が
利
用
し
て
い
る
。
運
動
環

境
の
整
備
に
よ
り
健
康
な
身
体
作
り

に
励
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
」
と
感

謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

芦
清
良
字
が
集
落
の
魅
力
を
ま
と
め
た
冊
子
を
作
成

沖
永
良
部
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

樹
脂
判
別
セ
ン
サ
ー
、
図
書
購
入
費
を
寄
贈

青
山
商
事
グ
ル
ー
プ
会
社
「glob

」
が
運
営
す
る
エ
ニ
タ
イ
ム
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
寄
贈

MAR
13

FEB
24

MAR
7

まちの話題
2024 FEB-MAR
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３
月
14
日
、
町
長
室
に
て
昨

年
６
月
の
豪
雨
で
被
害
を
受
け

た
鍾
乳
洞
「
銀
水
洞
」
の
復
旧

を
支
援
し
よ
う
と
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）
で
集
め
た
寄
付
金

を
一
般
社
団
法
人
お
き
の
え
ら

ぶ
島
観
光
協
会
へ
贈
呈
し
ま
し

た
。「
銀
水
洞
」
は
、
ケ
イ
ビ

ン
グ
ツ
ア
ー
で
使
用
さ
れ
、
島

内
屈
指
の
観
光
地
で
し
た
が
、

豪
雨
被
害
以
降
、
ケ
イ
ビ
ン
グ

ガ
イ
ド
の
メ
ン
バ
ー
が
復
旧
に

向
け
て
洞
内
に
流
入
し
た
泥
水

の
除
去
を
手
作
業
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
復
旧
作
業
を
支

援
す
べ
く
、
91
日
間
で
53
名
か

ら
96
万
4
千
円
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
部
会
長

の
東 

進
一
郎
さ
ん
は
「
寄
付

金
と
一
緒
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
た

く
さ
ん
い
た
だ
い
た
。
町
も
応

援
し
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い
る
。

今
後
も
復
旧
作
業
を
頑
張
り
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
29
日
、
町
長
室
に
て
合
同

会
社
オ
ト
ナ
キ
（
代
表 

水
嶋
健
）

が
知
名
・
和
泊
両
町
と
制
作
し
た

外
国
人
生
活
者
向
け
の
生
活
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
「
や
さ
し
い
島
生
活
ガ

イ
ド
」
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
島
内

で
の
外
国
人
人
口
は
２
０
２
２
年

６
月
時
点
で
１
４
４
名
と
な
っ
て

お
り
、
総
人
口
に
対
し
て
は
県
内

屈
指
の
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
島
民
と
外
国
人
生
活
者
の
橋
渡

し
と
な
る
よ
う
、
現
在
は
町
内
の

各
小
中
学
校
や
公
共
施
設
等
に
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
３
月
６
日
、
町
長
室
に
お
い
て

令
和
６
年
度
能
登
半
島
地
震
で
被

災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め

募
集
し
た
義
援
金
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
義
援
金
は
町
と
区

長
会
と
が
協
議
を
行
い
、
各
字
の

小
組
合
長
が
ご
家
庭
を
訪
問
し

義
援
金
を
受
付
け
た
こ
と
で
集

ま
り
、
１
１
３
万
６
３
０
０
円

（
２
０
２
４
世
帯
）
を
知
名
町
社

会
福
祉
協
議
会 

田
宮 

光
孝
会
長

へ
贈
呈
し
ま
し
た
。
義
援
金
を
受

け
取
っ
た
田
宮
会
長
は
、「
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い

た
義
援
金
で
被
災
地
の
方
々
の
生

活
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
28
日
、
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
に
て
「
令
和
５
年
度
知
名
町
切

花
品
評
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
町
の
切
花
栽
培
技
術
の
向
上
と

商
品
性
の
高
い
花
作
り
へ
の
生
産

意
欲
を
高
め
、
銘
柄
確
立
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
６

市
場
及
び
沖
永
良
部
事
務
所
農
業

普
及
課
が
揃
い
や
草
姿
等
を
審
査

し
ま
し
た
。
５
品
目
16
品
種
55
点

の
出
品
が
あ
り
、
市
来
誠
矢
さ
ん

（
下
城
字
）
の
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
が

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

「
銀
水
洞
」
復
旧
支
援
に

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

や
さ
し
い
島
生
活
ガ
イ
ド
を

知
名
町
へ
寄
贈

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

災
害
義
援
金
の
贈
呈
式

知
名
町
切
花
品
評
会

MAR
14

MAR
29

MAR
14

FEB
28

リムストーンプールから
泥水を除去する様子
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問町立図書館　
☎（93）4356　
http://www.china-lib.jp/

『成瀬は信じた道をいく』
宮島　未奈 / 著

（新潮社）

まほうつかいのムムさ
んのおみせは、 いつ
もだいにんき。おいし
くてたのしいおかしや
ケーキがいっぱいなら
んでいます。そんなお
おいそがしのおみせに

おてつだいにきたのは、ミミというちいさなちいさなく
ろねこでした。

『ムムさんのまほうのケーキやさん』
コンドウアキ / 作

（株式会社マイクロマガジン社）

 ４月の行事予定
▶ 25 日（木） 
おはなしの時間　 
午前１０時半～１１時半

（未就学児対象）
▶ 27日（土） 
おはなしの時間　 
午後３時～４時

児
童
書

一
般
書

知らぬ間に多くの人に
影響を与えながら、我
が道を突き進む成瀬あ
かり。幼馴染の島崎が
故 郷 へ帰ると、成 瀬
が書置きを残して失踪
しており…!? 本屋大賞
2024 ノミネート作「成
瀬は天下を取りにいく」
の続編！

『宇宙兄弟』の世界を旅
するためのロマンに満ち
たガイドブック。日本や
アメリカはもちろん、月
や ISS など地球を飛び
出して宇宙空間まで、さ
まざまな旅に役立つよう
作品エピソードを交えな
がら、各都市やスポット
の魅力を紹介します。

『地球の歩き方　宇宙兄弟』
地球の歩き方編集室 / 著

（株式会社 Gakken）

実
用
書

お知らせ
４月から開館時間が夏時間に変更に
なります。
開館 : 午前10時　閉館 : 午後６時30分

　
令
和
３
年
１
月
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
と
し
て
採
用
い
た

だ
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
３
年

が
経
ち
ま
し
た
。

―
支
配
人
と
し
て
の
活
動
は
？

　
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
て
く
れ

た
ス
タ
ッ
フ
を
、〝
活
か
し
て
、

育
て
る
〞
こ
と
に
重
き
を
置
き

ま
し
た
。
ま
ず
最
初
に
行
っ
た

こ
と
は
、
ス
タ
ッ
フ
総
出
で
の

大
掃
除
。
当
初
は
年
数
が
経

過
し
た
書
類
や
電
化
製
品
、
家

具
等
が
放
置
さ
れ
て
い
る
状
態

で
、
こ
れ
ら
を
改
善
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
等
に
よ
り
、

運
営
に
支
障
が
で
る
ほ
ど
働
き

手
が
減
少
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

原
材
料
や
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト

の
上
昇
と
い
っ
た
重
苦
し
い
状

況
が
重
な
り
、
従
来
考
え
て
い

た
よ
う
な
事
業
の
運
営
が
本
格

的
に
立
ち
行
か
な
く
な
る
と
い

う
危
機
感
が
募
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ス
タ
ッ
フ

達
は
自
分
の
頭
で
考
え
、
発
言

で
き
る
ま
で
に
成
長
し
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

―
印
象
に
残
っ
て
い
る
事
は
？

　
ホ
テ
ル
を
挙
げ
て
従
業
員
教

育
に
取
り
組
み
、
サ
ー
ビ
ス
精

神
を
教
え
込
も
う
と
し
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
大
変
で
し
た
。

フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ

フ
の
ほ
と
ん
ど
は
知
名
町
出
身
。

子
供
の
頃
か
ら
老
若
男
女
と
交

流
す
る
方
法
を
習
得
し
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
は
、
ホ
テ
ル
マ
ン
と

し
て
の
技
術
以
前
に
大
事
な
こ

と
を
体
現
で
き
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

―
特
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
は
大
き
く
、
ホ
テ
ル

も
令
和
元
年
度
～
３
年
度
は

過
去
最
低
売
上
を
更
新
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
令
和
４
年
度
は

回
復
基
調
で
、
10
年
ぶ
り
の
黒

字
決
算
を
記
録
し
た
こ
と
は
私

自
身
も
感
動
し
ま
し
た
ね
。

―
町
民
の
皆
さ
ん
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

国
民
宿
舎
え
ら
ぶ
荘
27
年
、

お
き
え
ら
ぶ
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
テ

ル
28
年
と
、
先
人
・
諸
先
輩

方
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
施

設
。
施
設
の
老
朽
化
は
否
め
ま

せ
ん
が
「
ホ
テ
ル
は
人
」
で
す
。

こ
の
大
事
な
財
産
が
あ
る
限

り
、
お
客
様
を
温
か
く
お
迎
え

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後

は
、
創
業
以
来
勤
続
の
社
員
に

支
配
人
職
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
に
ホ
テ
ル
と
し
て

意
思
決
定
し
、
業
績
を
残
し
て

い
く
べ
き
な
の
か
。
ど
う
い
っ

た
取
り
組
み
を
行
う
べ
き
な
の

か
は
悩
ま
し
い
問
題
で
す
が
、

必
ず
彼
等
な
ら
ば
道
を
見
つ

け
、
戦
っ
て
く
れ
る
も
の
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
応
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ゆ
り
ぬ
ぅ 

ふ
ぁ
な
ぬ
ぅ 

ぐ
と
ぅ
し

百
合
の
花
の 

ご
と
し

し
ま
ん
ち
ゅ
ぬ
ぅ 

な
さ
き
ぃ

島
人
の
情

ち
む
ぐ
く
ぅ
る
肝
こ
こ
ろ

 

―
お
き
え
ら
ぶ
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
テ
ル
―

今
回
は
３
年
間
の
任
期
を
終
え
た
、
お
き
え
ら
ぶ
フ
ロ
ー
ラ
ル

ホ
テ
ル
支
配
人
・
中
川
陽
一
さ
ん
の
活
動
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

真珠まりこさんおはなし会に

たくさんご来場いただき

ありがとうございました！

広報ちな 2024.04 │ 12



IN
FO

R
M
A
TIO

N
問保健センター☎93－２０７５

内容 日程 場所 対象者

肺がん検診 5月29日
 ～ 6月2日 あしびの郷・ちな等 20歳以上の町民に問診票を郵送します

女性がん検診
（予約制）

6月14日
 ～ 17日 あしびの郷・ちな 20歳以上の女性に予約案内を郵送します

歯周疾患検診 7月1日～
 9月30日

町内
歯科医療機関

今年度40歳、50歳、60歳、70歳の 
節目年齢の方に受診券を郵送します

厚生連健診
（特定健診、基本健診、
長寿健診）
大腸がん、
胃がん検診

10月22日
 ～ 29日 町民体育館

特 定 健 診 ：知名町国民健康保険に加入している
   40～ 74歳
基 本 健 診 ：20～ 39歳の町民
長 寿 健 診 ：後期高齢者医療制度対象の方
各種がん検診 ：20歳以上の町民

厚生連結果報告会 12月４日
 ～ 7日

各字公民館、
町民体育館 厚生連健診を受診された方

早めのチェックで防ごう！ 生活習慣病
●生活習慣病は、進行するまではほとんど自覚症状がなく、気が付かない

うちに進行し、心筋梗塞や脳卒中等にもつながるリスクのある疾患です。
生活習慣病を悪化させてしまうと、治療には時間も費用もかかります。そ
うなる前に、定期的に健診を受けて生活習慣病の予防、重症化予防をす
ることが大切です。

●また、国民医療費は年々増加の一途をたどっています。定期的な健（検）
診で、ご自身の健康状態をチェックし、知ることが健康維持にもつながり、
医療費の大きな節約にもつながります。

●20歳～ 39歳の方も基本健診やがん検診を受診することができます。若い
うちから自分のからだを知るきっかけづくりを始めましょう。

国民健康保険加入の40～ 74歳
で、10月の特定健診（集団）を
受診できない方や通院中の方は
各医療機関での個別健診も受
診が可能です。詳しくは保健セ
ンターまでお問合せください。

令和６年度 健康診査のご案内

町では、国民健康保険及び後期高齢者医療制度に加入の方の健康管理に役立てていただくため、人間ドック・ 
脳ドック・がんドック（ＰＥＴ検診）の検査費用の一部を助成しています。

ドックの種類 人間ドック・脳ドック がんドック（PET 検診）
健康保険資格 国民健康保険 後期高齢者医療保険 国民健康保険

対象者 30歳以上75歳未満の者 制限なし 国保資格が一年以上ある者
実施期間 ４月１日～翌年３月31日 ４月１日～翌年３月31日

手続きの流れ
1役場にて申請➡2医療機関へ予約➡3ドック
受診➡4受診証明書・結果票を役場に提出➡5
指定の口座にお振り込み

1医療機関へ予約➡2役場にて申請➡3ドック
受診（料金から助成額を引いた額が請求されま
す）➡4受診結果票を役場に提出

対象医療機関 制限なし
【鹿児島市内】
■厚地記念クリニック PET 画像診断センター
■南風病院画像診断センター

助成金額 １日ドック：10,000円／２日ドック：20,000円
脳ドック：10,000円 検査費用の7割（上限：50,000円）

その他
注意事項

※助成の申請は、必ず検査日前日までに行ってください。
※同じ年度内に町で行う特定健診・長寿健診を受診される方は利用できません。
※国民健康保険税、後期高齢者保険料を完納していること。

問保健福祉課☎84－3153人間ドック等の助成について
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安心して子どもを生み育てることを願って…
旅費・宿泊費の助成を行っています

島外での妊婦健診・出産の
旅費・宿泊費の助成 児童島外療育等旅費・宿泊費の助成

助成の
対象者

①医師に島外での妊娠の管理や出産を勧
められ通院等で島外滞在をした妊婦。

②未熟児等で島外に滞在した児と産婦。

①医師に島外での治療や検査が必要だと言われ通院等で
島外滞在をした児童と保護者１名。

②医師に島外での療育等の必要性を言われ島外滞在をし
た児童と保護者１名。

助成の
内容

①島外に滞在し治療や出産をした場合
　交通費（１往復）と宿泊費（90泊まで）
②定期的に島外の病院へ通院した場合
　交通費（５往復まで）と宿泊費（１回

につき３泊まで）

①島外に滞在し治療や検査をした場合
　交通費（１往復）と宿泊費（２泊まで）
②定期的に島外の病院へ通院等した場合
　交通費（１往復）と宿泊費（２泊まで）の回数制限なし
③規定の様式の発行にかかる手数料

助成額

交通費・宿泊費共に限度額があり、実費総額の2/3を助成します。
※【交通費】沖永良部空港から鹿児島空港または那覇空港までの航空運賃往復実費額が上限
　（沖永良部空港⇔鹿児島空港間は離島割引額が上限）
※【宿泊費】１泊１名5,000円（小学生以上）が上限

申請に
必要な
書類

①母子手帳（写し）
②診断書（写し）
③緊急搬送をした場合にあっては、
　緊急搬送に係る担当医の証明書
④治療を受けたことを証明できる書類等
（写し）

⑤交通費・宿泊費の領収書

①島外で療育等を受ける必要があることの証明書
　（規定の様式）
②島外で療育等を受けたことの証明書（規定の様式）
③交通費・宿泊費の領収書
　（利用者、利用日等が明記されている事）
④治療を受けたことを証明できる書類等（写し）
※現在、利用されている方でも年度始めに①の島外で療

育等を受ける必要があることの証明書の提出が必要で
す。

申請
期限

島外に滞在する必要のなくなった日から
1か月以内 帰島して１か月以内

6
・
71
％
は
加
入
者
の
皆
さ
ま
の

医
療
費
等
に
充
て
ら
れ
る
基
本
保

険
料
率
と
な
り
、
3
・
42
％
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援
金

等
に
充
て
ら
れ
る
特
定
保
険
料
率

と
な
り
ま
す
。

※
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
特
設
サ
イ
ト
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会
鹿
児
島
支
部

 

☎
０
９
９
―
２
１
９
―
１
７
３
４

問保健センター☎93－2075

問子育て支援課☎84－3170／保健センター☎93－2075

帯状疱疹ワクチン接種助成のお知らせ

旅費・宿泊費の助成のお知らせ

助成額 対象者
生ワクチンの場合 5,000円

50歳以上または主治医が必要と判断した者
不活化ワクチンの場合 10,000円

帯状疱疹とは？
　水ぼうそうと同じウイルスを原因として発症する皮膚の病気です。子
どもの時に感染した水ぼうそうが治った後もウイルスは体内に潜伏し
ていて、ストレスや疲労、加齢などで免疫力が低下した際に、ウイル
スが再び活性化して帯状疱疹を発症します。発症すると皮膚がピリピ
リするような痛みを感じ、その部分に赤みや水疱形成などの皮膚症状
が現れます。皮膚症状が治った後も帯状疱疹後神経痛（PHN）と呼
ばれる痛みが長期間続くこともあります。
　感染予防のためには予防接種を受けるほか、食事のバランスに気を
つける、睡眠をきちんととるなどの規則正しい生活習慣や適度に体を
動かすことなど、帯状疱疹になりにくい体作りが大切です。

【助成申請方法】
①各医療機関にて帯状疱疹ワクチン

接種を全額自己負担で接種する
②帯状疱疹ワクチン接種を受けた事

が証明できる領収書、振込口座を
準備する

③保健センターにて申請書を記入し、
領収書を添付して提出する
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ウ
ェ
ブ
に
よ
る 

登
記
手
続
案
内
の
お
知
ら
せ

　
法
務
局
で
は
、
こ
れ
ま
で
対
面
で

行
っ
て
き
た
派
遣
登
記
所
に
替
え
て
、

令
和
６
年
５
月
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
線
を
利
用
し
た
ウ
ェ
ブ
に
よ

る
登
記
手
続
案
内
を
開
始
し
ま
す

（
事
前
予
約
制
）。

開
催
日

•

令
和
６
年

　
５
月
21
日
㈫
／
７
月
９
日
㈫

　
９
月
10
日
㈫
／
11
月
12
日
㈫

•

令
和
７
年

　
１
月
14
日
㈫
／
３
月
11
日
㈫

時
間

　
計
４
回

　
午
前
10
時
／
午
前
11
時

　
午
後
２
時
／
午
後
３
時

※
事
前
予
約
制
で
す
。

場
所

知
名
町
役
場
（
新
庁
舎
）

１
階
打
合
せ
室
又
は
ご
自
宅

※
ご
自
宅
の
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
が
あ
る
パ
ソ
コ
ン
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
が
必
要
で
す
。

対
象
者

知
名
町
民
（
登
記
の
申
請
を
予
定
す

る
当
事
者
又
は
代
理
人
と
な
る
親
族

等
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

利
用
方
法

開
催
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で

に
、
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。【 
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務
局
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注
意
事
項

•

ご
利
用
は
20
分
以
内
で
す
。

•

ご
自
身
で
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

•

事
前
審
査
や
法
的
判
断
は
で
き
ま

せ
ん
。

•
補
正
（
提
出
書
類
等
の
不
備
）
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

•

申
請
資
格
の
な
い
方
は
ご
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

ウ
ェ
ブ
に
よ
る
登
記
手
続
案
内
を

ご
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

　
登
記
手
続
案
内
で
は
、
申
請
者
ご

本
人
が
登
記
手
続
を
行
う
際
に
必
要

な
申
請
書
の
様
式
や
添
付
書
類
等
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
す
。
代
表
的

な
登
記
申
請
書
の
様
式
を
法
務
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
準
備
い
た
だ
く
と
ス

ム
ー
ズ
で
す
。

問
鹿
児
島
地
方
法
務
局
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保
険
料
率
の
改
定
お
よ
び 

検
診
費
用
の
軽
減
に
つ
い
て

　
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
認
可
を
受
け
、

令
和
６
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
鹿
児
島
支
部
の
健
康
保
険
料
率

は
10
・
13
％
（
昨
年
度
10
・
26
％
）、

全
国
一
律
の
介
護
保
険
料
率
は
1
・

60
％
（
昨
年
度
1
・
82
％
）
へ
改
定

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
、
加
入

者
の
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

す
る
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
生
活

習
慣
病
予
防
検
診
の
付
加
検
診
の
対

象
年
齢
を
現
行
の
40
歳
、
50
歳
に
加

え
、
45
歳
、
55
歳
、
60
歳
、
65
歳
、

70
歳
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
健
康
保
険
料
率
10
・
13
％
の
う
ち
、

6
・
71
％
は
加
入
者
の
皆
さ
ま
の

医
療
費
等
に
充
て
ら
れ
る
基
本
保

険
料
率
と
な
り
、
3
・
42
％
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援
金

等
に
充
て
ら
れ
る
特
定
保
険
料
率

と
な
り
ま
す
。

※
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
特
設
サ
イ
ト
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会
鹿
児
島
支
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海
の
事
故 

ゼ
ロ
を
目
指
し
て

春
季
大
型
連
休
安
全
推
進
活
動

　
奄
美
海
上
保
安
部
・
古
仁
屋
海
上

保
安
署
で
は
、
気
温
が
高
く
な
り
始

め
増
加
す
る
船
舶
海
難
及
び
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
中
の
事
故
防
止
を
目
的
と

し
た
「
春
季
大
型
連
休
安
全
推
進
活

動
」
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間

４
月
27
日
㈯
～
５
月
６
日
㈪

•

船
舶
を
操
船
さ
れ
る
方
は
、
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
、
発
航
前

検
査
の
実
施
（
気
象
・
海
象
の
事

前
確
認
を
含
む
）、
作
業
中
を
含

め
た
常
時
見
張
り
の
徹
底
、
適
切

に
休
息
を
と
り
、
無
理
な
運
航
を

し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

•
遊
泳
等
で
海
に
行
か
れ
る
方
は
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
、
離

岸
流
や
天
候
等
へ
の
注
意
、
体
調

管
理
を
怠
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

•

海
辺
で
の
レ
ジ
ャ
ー
活
動
を
安
全

に
無
事
故
で
楽
し
む
た
め
の
総
合

安
全
情
報
サ
イ
ト
『
ウ
ォ
ー
タ
ー

セ
ー
フ
テ
ィ
ガ
イ
ド
』
の
活
用
を

是
非
お
願

い
し
ま
す
。

不動産登記
申請手続き

保険料率
特設サイト

ウォーター
セーフティガイド

知名町ふるさとまちづくり基金
２月のふるさと納税寄付総額　1,072,500円

吉川　　進 （兵庫県明石市） 30,000円
柴田　幸徳 （福岡県糟屋郡） 26,000円
落合　祥一 （埼玉県草加市） 30,000円
仁禮　重信 （東京都三鷹市） 100,000円
平　　哲人 （南さつま市） ――
神田　良文／稲寺　秀邦／松尾　洋

企業版ふるさと納税
株式会社元栄組　 （千葉県） ――
株式会社市上建設 （埼玉県） 500,000円
有限会社沖田土木 （埼玉県） 1,000,000円
株式会社沖田土木 （埼玉県） 500,000円

善 意 皆様の善意に感謝申し上げます。
（敬称略）
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（　　　　　 ）
◎総人口……5,509人（－６）

男 ……2,790人（±０）
女 ……2,719人（－６）

◎世帯数……2,992世帯（－１）

令和６年２月４日現在（前月比）

（敬称略）

町民カレンダー 

こんに〝ちな〞！ 
３～５月の間、
島 外で友 人の

結婚式が４回あり、幸せを祝福すると共に破産
寸前の奥間です。さて、令和６年度に突入しま
した。私は入庁４年目を迎えます。時の流れは
凄まじく早いと実感しております。皆さま、今年
度も何卒よろしくお願いいたします！

編 集 後 記

知　名 4/15 月
芦清良 4/15 月
徳　時 4/16 火
 5/  7 火
下平川 4/16 火
 5/  7 火
上　城 4/18 木
 5/  9 木

余　多 4/18 木
 5/  9 木
小　米 4/18 木
 5/  9 木
田　皆 4/19 金
 5/10 金
久志検 4/19 金
正　名 4/22 月
瀬利覚 4/22 月

大津勘 4/23 火
屋子母 4/23 火
黒　貫 4/23 火
竿　津 4/25 木
上平川 4/25 木
住　吉 4/25 木
赤　嶺 4/26 金
下　城 4/30 火
新　城 4/30 火

結婚おめでとう
村上　憲吾（東京都） 森　　美沙（上　城）
榮　　昭雄（知　名） 上野　啓子（知　名）
大屋　一俊（田　皆） 杉本　　渚（薩摩町）

お誕生おめでとう
出生児 誕生日 保護者

泉　美
み と は

都葉（ ２月 ３日）恭平・亜由美 （徳　時）

謹んでご冥福をお祈りします
春日美智代 （69） 2 月 11 日没 （知　名）
松岡　芳文 （92） 2 月 13 日没 （田　皆）
新納　フミ （94） 2 月 15 日没 （田　皆）
甲斐　幸雄 （92） 2 月 15 日没 （余　多）
𠮷田　ナツ（104） 2 月 16 日没 （知　名）
榊　　幸秀 （93） 2 月 22 日没 （瀬利覚）
吉俣　洋子 （80） 2 月 24 日没 （小　米）
奥　美惠子 （82） 2 月 25 日没 （住　吉）
松尾　和枝 （93） 2 月 25 日没 （瀬利覚）
島　ユリ子（101） 2 月 29 日没 （住　吉）

香典返し（社会福祉協議会へのご寄付、
　　　　　　　　お礼申し上げます）

吉田　末次（知　名） 成美　ウミ（屋　者）
吉俣　哲志（名　瀬） 松尾　　斉（瀬利覚）
島　　元嗣（住　吉） 奥　　秀吉（住　吉）
南　秀一郎（正　名）

【お詫びと訂正】広報ちな３月号２ページに掲載した学年に誤りがありました。
下記のとおり訂正し深くお詫び申し上げます。

（正）知名小学校２年生 西 航平くん（誤）知名小学校１年生 西 航平くん※「善意」は15ページに記載しました

今月のいきいき教室

まちの人口

慶弔だより

11 木 浜下り（海開き）
12 金
13 土
14 日 朝戸医院
15 月
16 火
17 水
18 木
19 金
20 土

21 日
本部医院

長浜海岸ビーチロック清掃（8:00～ 12:00）
沖泊海浜公園ボランティア清掃作業（9:00～ 10:30）

22 月
23 火
24 水
25 木 おはなしの時間（未就学児）（10:30～ 11:30）
26 金 老人クラブ連合会総会
27 土 おはなしの時間（15:00～ 16:00）
28 日 福山医院

29 月 昭和の日
町田医院

30 火
1 水
2 木

3 金 憲法記念日
大蔵医院

4 土 みどりの日
朝戸医院

5 日 こどもの日
本部医院

6 月 振替休日
福山医院

7 火 役場新庁舎開庁
8 水 ５月子牛セリ市
9 木 ５月子牛セリ市

10 金こんにちは！ 皆さん
とたくさんお話しする
のが楽しみです！

日
ひゅうが

向くん
正名字
西 隆盛さん・紀子さん

【募集】このコーナーに登場してくれるおおむね１歳までの赤
ちゃんを募集します。赤ちゃんの写真と字名・お名前とひとこ
とを添えて china08@town.china.lg.jp までご応募ください。

はじめまちて！

4 / 11- 5 / 10

広
報

広報ちな 2024.04 │ 16


